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アーツカウンシル東京 

平成 31（2019）年度 東京芸術文化創造発信助成 

【長期助成プログラム】 対象事業決定のお知らせ 

公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京では、東京の芸術文化の魅力を向上させ世界に

発信していく創造活動を支援するため、発信力のある活動を行う団体等に対する助成を実施しています。 

このたび、平成 31（2019）年度東京芸術文化創造発信助成【長期助成プログラム】の対象事業を決定いたし

ました。 

今期は 22 件の申請があり、アーツカウンシル東京での厳正な審査の結果、3 件を採択いたしました（採択率

13.6％）。なお、【長期助成プログラム】予定総額は 11,859 千円です。 

 

■ 今期の【長期助成プログラム】 申請・採択件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・対象期間 ：2019年 4月１日以降に開始し、2021年 3月 31日までに終了する活動（２年間）又は 

2019年 4月１日以降に開始し、2022年 3月 31日までに終了する活動（３年間） 

 

■ 東京芸術文化創造発信助成【長期助成プログラム】 について 

【長期助成プログラム】では、発表活動だけでなく、作品制作のプロセスを含めて支援することで創造活動を促進

すると共に、芸術団体のステップアップの後押しを目的に、2年間または 3年間の継続的な支援を行います。また、

芸術創造活動だけでなく、芸術創造環境の課題に取り組む、分野全体を広く見渡した活動に対しても助成します。

平成 29 年度からは、【長期助成プログラム】の支援を受け事業を実施した団体による活動報告会を実施し、本プロ

グラムによる成果を広く発信しています。 

音楽 2 0

演劇 3 0

舞踊 6 1

美術・映像 6 0

伝統芸能 2 0

複合・他 3 2

合計 22 3

申請件数 採択件数
区分

分野



 

■ 平成 31（2019）年度 【長期助成プログラム】 採択事業 一覧 

申請 22 件、採択 3 件                                        （単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 採択方法と審査プロセス 

以下の審査プロセスによって、採択を決定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本リリースに関するお問い合わせ＞ 

公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京  広報担当：糸園、圓城寺 

TEL：03-6256-8432 E-mail：press@artscouncil-tokyo.jp 

http://www.artscouncil-tokyo.jp/ 

＜本事業に関するお問い合わせ＞ 

公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京 企画室 企画助成課  担当：杉谷、玉虫 

TEL：03-6256-8431 E-mail：josei@artscouncil-tokyo.jp 

活動
分野

活動
内容

申請団体名 to R mansion 交付決定額

プロジェクト・活動名 日本×スウェーデン国際共同創作「Creation For Baby 」（仮） 4,326

実施予定年数 ２年

申請活動の概要

大道芸のパフォーマンスをメインにしたフィジカルシアターのカンパニーが、乳幼児を対象にしたベイビーシ
アターの先駆者である振付家ダリア・アチン・セランダーと共同で乳児のためのパフォーマンス作品を創
作、都内での上演を行う。乳幼児の発達段階に応じた作品創作の手法など、創作理論や創作プロセス面
における実践的な考察や知見の交流を経て、乳児と大人がパフォーミングアーツを主体的に体験できる
空間とパフォーマンス作品を創作して上演、さらに東京における乳幼児を対象とした舞台芸術の発展と普
及に向けた展望や具体性についての考察を行う。
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申請団体名 Body Arts Laboratory 交付決定額

プロジェクト・活動名
ー都市を巣食う未来の身体へ向けてー　「Whenever Wherever Festival」を起点に考える、学校、

そしてフェスティバル
3,333

実施予定年数 ３年

申請活動の概要

2009年に開始したダンスフェスティバル「Whenever Wherever Festival（WWF）」が、未来に向けた新しい
共同体としてのフェスティバルの検証と開発に取り組む事業。身体に対する独自のアプローチを試みる多
領域・多世代のアーティスト10名の協働を柱に、アーティスト主導の新たな組織運営を発展させる。2018
年に開催されたフェスティバルの検証・再考察とアーカイヴ、共同体における「フェスティバル」＝「祭り」に
ついての考察の試み、多様な形態のワークショップの集合体としての「学校」のような場の構築を通して、
リレーショナルアートを発展させた都市機構とパフォーマンス、アート、教育の新しい関係性の構築を目指
す。
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申請団体名 特定非営利活動法人 芸術家のくすり箱 交付決定額

プロジェクト・活動名 ヘルスケアサポート公演巡回＆拠点事業 4,200

実施予定年数 ３年

申請活動の概要

ダンスなど舞台芸術の芸術家に特化したヘルスケアサポート事業。公募で選出するダンス・演劇の対象
公演において、医師・治療師等で構成するチームによる診療・治療を含めたサポートを実施するとともに、
スタジオ等に出張して公演期間以外でも芸術家がケアやアドバイスを受けられる環境を整える。あわせて
公開セミナー等で怪我予防やコンディショニングアップなどを目的とした情報を発信し、舞台芸術における
芸術家のパフォーマンス向上や作品のクォリティ向上、芸術家のヘルスケアの重要性の認知向上につな
げる。
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